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官民連携による街頭ＰＲ 資料２‐Ⅰ-① 

  

活動状況 

◆ イベント名称：官民連携した大型車通行適正化広報ＰＲ・取締り活動  

◆ 開催日時：平成２８年１１月１日  １１：３０～１５：００  

◆ 主催団体：大型車通行適正化に向けた中部地域連絡協議会 

◆ 開催場所：国道１９号  道の駅「賤母」（街頭ＰＲ） 
          中央自動車道 中津川インターチェンジ（取締り活動確認） 

開催結果 

◆ 広報活動 
 ○ 国道１９号 道の駅「賤母」にて、協議会メンバーで大型車 
  通行適正化に向けたＰＲチラシを、大型車ドライバーや一般 
   ドライバーに配布しました。 
 ○  配布枚数 
    ２５枚 
◆  取締り活動見学 
     広報活動終了後、中津川インターチェンジに移動し、中日本 
  高速道路株式会社の取締り活動を確認しました。 
◆ 活動参加メンバー 
      岐阜県、中部運輸局、中部地方整備局 



直轄工事現場確認結果 資料２‐Ⅰ-② 

  

○ 目的 
  特殊車両通行許可に関する違反が後を絶たない現状に鑑み、道路管理者であると同時に荷

主でもある中部地方整備局として、発注工事現場における特殊車両通行許可の確実な履行を
確認し、自分たちの現場で違反を起こさせない、違反があれば適切に処置をしていく、指導して
いくことを目的として実施。 

○ 第１回全事務所点検対象（平成２８年１２月～平成２９年１月） 

条件違反（誘導車未配置）１件 
           → 道路法に基づく警告書発出 

○ 第１回点検結果 

○ 第２回全事務所点検対象（平成２９年２月） 

○ 第２回点検結果 

不適切事例なし 

岐阜国道事務所 東海環状大野神戸ＩＣ建設工事

高山国道事務所

多治見砂防国道事務所

静岡国道事務所 静清維持管内西部維持修繕工事

沼津河川国道事務所 天城北道路湯ヶ島第三トンネル工事

浜松河川国道事務所 佐久間道路川合地区ＰＣ上部工事

紀勢国道事務所 42号尾鷲管内法面防災工事ほか

北勢国道事務所 名阪国道法面防災工事

三重河川国道事務所 23号鈴鹿・津地区道路建設工事

飯田国道事務所 三遠南信天龍峡大橋鋼上部工事

名古屋国道事務所 153号伊勢神地区仮橋設置工事ほか

愛知国道事務所 名二環西蟹田５高架橋中下部工事ほか

名四国道事務所 ２３号蒲郡BP豊川地区整備工事

事務所名 確認工事名

降雪期のため特車の出入りなし

岐阜国道事務所 東海環状 口ヶ島南高架橋鋼上部工事

高山国道事務所 中部縦貫　丹生川高山地区整備工事

多治見砂防国道事務所 21号　坂祝BP整備工事

静岡国道事務所 富士管内事故対策整備工事

沼津河川国道事務所 天城北道路佐野地区　道路建設工事

浜松河川国道事務所 佐久間道路　佐久間第2トンネル工事

紀勢国道事務所 42号　小原野橋下部(P3・A2)工事

北勢国道事務所 東海環状　宇賀川橋南鋼下部工事

三重河川国道事務所 23号　三行南地区道路建設工事

飯田国道事務所 三遠南信　小嵐トンネル調査坑工事

名古屋国道事務所 第三出張所西地区交通安全施設整備工事

愛知国道事務所 名二環　かの里４高架橋北下部工事

名四国道事務所 蒲郡BP　豊沢広石道路建設工事

事務所名 確認工事名



各委員の講習会実施状況 資料２‐Ⅱ-① 

  

愛知県警察学校における講習実施状況（29.1.24） 三重県トラック協会松阪支部における講習実施状況（29.2.1） 

主体 実施日 概要 

愛知県警察本部 29.1.24 愛知県警察学校における教養 

岐阜県トラック協会 

28.11.9 初心者向け特殊車両講習会 

28.12.14 特車に係る最近の法改正等講習会 

29.2.2 ダブル連結トラック実験説明会 

三重県トラック協会 29.2.1 特殊車両通行許可制度及び申請方法講習会 



荷主企業・団体への講習会等 資料２‐Ⅱ-② 

  

H28.12.6 日本橋梁建設協会中部事務所説明会 

実施日 相手方 参加人数 

H28.11.16 プレストレストコンクリート建設業協会中部支部 ２４名 

H28.12.6 日本橋梁建設協会中部事務所 １３名 

H29.1.23 日本建設業連合会中部支部 ８０名 

H29.2.20 鉄鋼連盟会員企業・愛知県トラック協会 ５８名 

H29.2.21 日本建設機械工業会加盟社 ８名 

◆ 平成２８年度中の荷主企業・団体向け講習会実施結果 

◆ 講習会における主な意見・質問 

・ 建設機械メーカーとしては、どこまで分解で
きるように製造すれば良いのか知りたい。標準
的な基準があれば良いと思う。 

・ 特例８車種の許可の上限は総重量４４トンと 
 なっているが、車両が進化しているなか、見直 
 し等はされないのか。 
・ 分割不能な単体物を運搬する重量物運搬用
セミトレーラに、最大積載量の範囲内で、分解
した複数のパーツを積めるようにできれば、車
両を減らすことで環境にも良いと思う。 

・ 夜間通行の条件が付されると、運搬日数が
かかるため、条件の基準を検討できないのか。 

H29.1.25 建通新聞 







道路運送車両法  ～車 両を守るためのルール～

例えば 

橋の重量制限が20トンの場合、

車両総重量が20トンを 

超える車は通行できません。 

橋の重量制限

車両総重量 

（これらの数値は車検証に記載されています。） 

道路も車両も大切なパートナー 

適正重量を守って通行しましょう 

◆最大積載量は、車両が安全に走行するために 

  積載できる荷物の限度重量です。 

道 路 法 ～道 路を守るためのルール～

『積める重さ』 ＝ 最大積載量 

 『運べる重さ』 

橋など道路の構造を守り、交通の危険を防ぐため重量制限値を決めています。 

通行経路によっては最大積載量の荷物を積むことが出来ません。 

２５トン 

◆過積載運行は、制動力の低下やバランスを 

  崩しやすくなり重大事故の原因になる可能性があります。 



 

あれも一緒にお願い。 
まだ最大積載量まで 
積んでないでしょ？ 

 積んでしまうと 
 あそこの橋が渡れないな・・・ 

荷主のみなさん！ 
無理なお願いしていませんか？ 

 

 

 

 

 
 

大型車１台が軸重１０トンの基準よりも２トン 

超過した場合、構造物に対して約９倍の重さが 

のることになり、わずかな重量オーバーであっても 

道路へのダメージが大きくなります。 

東海商工会議所連合会・（一社）中部経済連合会・（一社）愛知県トラック協会・ 
（一社）岐阜県トラック協会・（一社）三重県トラック協会・（一社）静岡県トラック協会・
愛知県警察・岐阜県警察・三重県警察・静岡県警察・愛知県・岐阜県・三重県・ 
静岡県・名古屋市・名古屋高速道路公社・中日本高速道路（株） 
・国土交通省中部運輸局・中部地方整備局 

事務局： 

国土交通省 
中部地方整備局 
TEL:052-953-8166 



新聞広告 資料２‐Ⅲ-③ 

  

３月２４日付 中部経済新聞 
３月２７日付 物流ニッポン 
３月２８日付 輸送経済新聞 



大 型 車 通 行 適 正 化 に 向 け た

中部地域連絡協議会広報の活動

こ れ ま で の 実 績

平成２９年度活動提案について

資料３
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大型車通行適正化に向けた中部地域連絡協議会」について

１．設立趣意

道路の老朽化対策が喫緊の課題であり、道路の維持・修繕をより適切に実施し

ていく必要がある一方で、道路の劣化に与える影響が大きい重量を違法に超過し

た大型車両の対策が必要とされています。道路を通行する車両の内、道路の構造

を守り、かつ交通の危険を防ぐため、一般的な制限を超えた車両（以下、「特殊

車両」という）の走行には、道路管理者による「特殊車両通行許可」が必要とな

っています。

このため、重量を違法に超過した大型車両が、国民の重要な財産である道路を

これ以上痛めることのないよう、大型車両の通行の適正化を図る必要があります。

こうした中、平成２６年５月９日に特殊車両の国による一括審査や審査期間の

短縮といった緩和と合わせて、違反者への指導強化や厳罰化という緩和と強化の

両輪からなる適正化方針を公表し、それに基づき、平成２７年２月２３日には“

基準の２倍以上の重量超過者は即告発”という厳しい運用が開始されることとな

っています。

このような状況を踏まえ、大型車両の適正かつ安全な走行のために、道路管理

者、公安委員会、関係行政機関、関係企業団体等がパートナーとなって連携し、

情報の共有や意見交換、従来とは異なる手法も取り入れた広報活動を中心とした

取り組みを展開することが重要です。

そのため、大型車両の走行に関する知見や情報の交換、取組内容や連携活動の

検討等を継続的に行うことを目的に、「大型車通行適正化に向けた中部地域連絡

協議会」を設立するものです。

２．中部地域連絡協議会の取組みについての考え方

１）ステップ１

・連絡協議会設置及び持続性ある連携体制の構築

・情報及び課題共有、適正化にむけた広報戦略の検討

２）ステップ２

・適正化に向けた連携した広報の実施

・連携した違反車両の取り締まり実施

３）ステップ３

・連絡協議会の各関係者の継続的かつ主体的な取り組みの波及・促進

・国民の道路資産を守る活動として広く社会に向けた広報展開
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「大型車通行適正化に向けた中部地域連絡協議会」規約

（名称）

第１条 本会議は、「大型車通行適正化に向けた中部地域連絡協議会」（以下、「連

絡協議会」という。）と称する。

（目的）

第２条 連絡協議会は、大型車両の運転者及び関係する事業者の適正かつ安全な

走行に向け、道路管理者、公安委員会、関係行政機関、関係企業団体等が連

携し、従来とは異なる手法も取り入れながら広報活動を中心とした取り組み

を展開するため、大型車両の走行に関する知見や情報の共有や意見交換、取

組内容や連携活動の検討等を行うことを目的とする。

（組織）

第３条 連絡協議会は、道路管理者、公安委員会、関係行政機関、貨物運送事業

者及び荷主企業団体等の各員（以下「委員」という。）をもって構成する。

２．連絡協議会には、座長を置く。

３．座長は、中部地方整備局 道路情報管理官が努め、議事その他の会務を統

括する。

（連絡協議会及び活動事項）

第４条 連絡協議会は、目的達成のため次の活動を行う。

（１）大型車両の走行に関する知見や情報（課題含む）の共有や意見交換に関

すること

（２）取組内容の検討に関すること

（３）連携活動の検討に関すること

（４）連絡協議会の取組の効果検証と継続的な取組に関すること

（５）その他

（連絡会）

第５条 連絡協議会は、定期的に座長が召集する。

２．座長は必要に応じ、連絡協議会に委員以外の者をオブザーバーとして出席

させることができる。

（事務局）

第６条 連絡協議会の運営に関する事務は、国土交通省 中部地方整備局 道路部

交通対策課が行うものとする。

（その他）

第７条 この規約に定めるもののほか、連絡協議会の運営に関し必要な事項はそ

の都度協議し、決定する。

（附 則） この規約は、平成２７年１月２７日から施行する。
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「大型車通行適正化に向けた中部地域連絡協議会」広報の活動方針と取組概要

１．街頭ＰＲ

広報ＰＲキャンペーン（特車取締りと合同）

○ 平成２６年度

広報目的、対象、内容、手段等の検討を実施

○ 平成２７年度

平成２７年５月に、活動のキックオフとして広報活動と特殊車両現地取

締りを同時に実施し、以後継続的に街頭ＰＲを実施

○ 平成２８年度

各県において街頭ＰＲを実施

２．講習会等

講習会、研修会の活用等

○ 平成２６年度

各メンバーが持つ機会（講習会等）を活用して実施していく事を確認

○ 平成２７年度

各県トラック協会、愛知県警察において講習会を実施したほか、荷主企

業への説明会を開始

○ 平成２８年度

既存の講習会（運行管理者、安全運転管理者講習）における説明を実施。

荷主企業・団体への説明会を実施。

３．広報媒体活用

協議会ＨＰ、ポスター掲示、新聞広報等

○ 平成２６年度

新聞広告の出稿

○ 平成２７年度

新聞広告の出稿、ポスター・チラシの作成

○ 平成２８年度

新聞広告の出稿、大型車通行ガイドマップ・チラシの作成



　Ｈ２６年度　中部地域連絡協議会の連携広報
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●第1回連絡協議会(27⽇)
＜※全国初設⽴＞

●第2回連絡協議会(16⽇)

●記事掲載
⽇経、建通(29⽇)

●広告掲載
物流ニッポン (5⽇)
静岡、伊勢、⽇経（6⽇)
中⽇、信毎(7⽇）
伊勢、静岡(18⽇)
信毎(20⽇)

●記事掲載
物流ニッポン(2⽇)
建設産業(6⽇)
中⽇新聞 １⾯トップ(22⽇) ●記事掲載

物流ニッポン(23⽇)

●パネル

悪質な重量制限違反者の告発（レッドカード）の運用

バン型等セミトレーラ連結車の駆動軸重の

許可基準の統一
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春の全国交通安全運動

（６日～１５日）

夏の交通安全運動

（中旬～下旬）

道路ふれあい月間

（１日～３１日）
道の日（１０日）

秋の全国交通安全運動

（２１日～３０日）

年末の交通安全運動

（上旬〜下旬）

特車ゴールド制度開始

●第４回 連絡協議会(30⽇) ●協議会への参加要請
静岡県トラック協会
静岡県商⼯会議所連合会
静岡県、静岡市、浜松市
ＮＥＸＣＯ中⽇本東京⽀社
静岡県警察

●記事掲載
輸送経済新聞（18⽇）

●合同広報・取締り
道の駅「藤川宿」

国道１号 （21⽇）

●合同広報・取締り
道の駅「志野・織部」

国道19号 （29⽇）

●合同広報・取締り
道の駅「いが」

国道２５号 （25⽇）

●合同広報・取締り

名古屋トラックステーション

国道23号（６⽇）

東名⾼速道路：上郷ＳＡ

⾳⽻蒲郡ＩＣ（7⽇）

●合同広報・取締り

道の駅「⽉⾒の⾥南濃」

国道258号駐⾞帯（26⽇）

●合同広報・取締り

⻲⼭トラックステーション

国道23号 （27⽇）

●愛知県トラック協会
第１１回 トラックと交通

安全・環境フェア出展
（4⽇）

●あいちITSワ-ルド
２０１５出展
(20⽇〜23⽇)

●チラシ
愛知運輸⽀局内に配置

●合同広報

・安城トラックステーション

（2⽇）

・刈⾕ハイウェイオアシス

（４⽇）

●合同広報

道の駅「⽉⾒の⾥南濃」

（3⽇）

●合同広報

道の駅「いが」（９⽇）

●ポスター Ａ２版
（ルールを守った⼤型⾞の
通⾏をお願いします）

●第３回 連絡協議会(12⽇)

●チラシ Ａ４版
（事業者・道路利⽤者向け）

●新聞広告
物流ニッポン(7⽇)

●講習会・アンケート
愛知県トラック協会（21⽇)

●講習会・アンケート
岐⾩県トラック協会(16⽇)

●講習会・アンケート
三重県トラック協会(20⽇)

●新聞広告
物流ニッポン(6⽇)

●新聞広告
静岡、信濃毎⽇、伊勢(30⽇)

●新聞広告
中⽇(1⽇)
中部経済、輸送経済(22⽇)
物流ニッポン(24⽇)

●記事掲載
建設⼯業新聞(5⽇)

●講習会
愛知県警察学校(21⽇)

●ヒアリング
・⽇本建設業連合会(5⽇)
・⽇本鉄鋼連盟(8⽇)
・⽇本橋梁建設協会(12⽇)
・プレストレストコンク
リート建設業協会(15⽇)

・⽇本道路建設業協会(18⽇)
・名古屋港運協会(26⽇)
・⽇本建設業連合会(27⽇)

●ヒアリング
⽇本⾞輌製造 (18⽇)

●ヒアリング
⽇⽴住友重機械
建機クレーン(16⽇)

●研修会
鉄鋼メーカー(８⽇)

●荷主団体へチラシ送付
(7⽇)

●第５回 連絡協議会(15⽇)
静岡県の関係機関・団体が協議会へ参加

４５フィートコンテナ等の輸送基準の見直し

‐5‐

悪質な重量制限違反者の告発（レッドカード）の運用

バン型等セミトレーラ連結車の駆動軸重の許可基準の統一

●新聞広告
・輸送経済 (22⽇)
・中⽇、静岡、信毎、伊勢
物流ニッポン、中部経済
(24⽇)

トラックの日（９日）
「不正改造車を排除する運動」

強化月間

（１日～３０日）



　Ｈ２８年度　中部地域連絡協議会の連携広報
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Ｒ
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大型車適正化施策

全国的な行動
（交通安全運動、道

路月間など）

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月時期 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月
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報
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
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車
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）
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会
・
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修
会
等
の
活
用

協
議
会
Ｈ
Ｐ

ポ
ス
タ
ー
掲
示

新
聞
広
報
等

春の全国交通安全運動

（６日～１５日）

夏の交通安全運動

（中旬～下旬）

道路ふれあい月間

（１日～３１日）
道の日（１０日）

秋の全国交通安全運動

（２１日～３０日）

年末の交通安全運動

（上旬〜下旬）

特車ゴールド制度開始

４５フィートコンテナ等の輸送基準の見直し

‐６‐

悪質な重量制限違反者の告発（レッドカード）の運用

バン型等セミトレーラ連結車の駆動軸重の許可基準の統一

トラックの日（９日）

審査事務所の完全集約化 ・ 大型誘導区間のラストワンマイル追加

三重県内のオンライン窓口を三重河川国道事務所に集約

●第６回 連絡協議会(29⽇)

●講習会
愛知県トラック協会（１⽇）

●愛知県トラック協会
ツイストロック街頭指導

（1⽇）

●合同広報・合同取締り
道の駅「⽉⾒の⾥南濃」
国道２５６号駐⾞帯

（10⽇）

●講習会
岐⾩県トラック協会（7⽇）

●会報誌への記事掲載
名古屋商⼯会議所

●道の駅：広報DVD放映
「⽉⾒の⾥・南濃」
（9⽇〜24⽇）
「美並」

（27⽇〜7⽉8⽇）

●チラシ
愛知県運転免許窓⼝に
配置

●愛知県警講習会
安全運転管理者講習会

●中部運輸局講習会
運⾏管理者講習会

●合同広報・合同取締り
名古屋トラックステーション
国道23号 (7⽇)

●道の駅：広報DVD放映
「美濃⽩川」
（11⽇〜22⽇）
「ロックガーデンひちそう」

（25⽇〜8⽉5⽇）

●講習会
三重県トラック協会（6⽇）

●合同広報・合同取締り
道の駅 いが
国道25号

（20⽇)

●愛知県トラック協会
第12回トラックと交通安全・
環境フェア出展
(2⽇)

●第7回 連絡協議会(27⽇)

●合同広報
道の駅 賤⺟(1⽇)

●講習会
岐⾩県トラック協会（9⽇）

●研修会
プレストレストコンクリート
建設業協会（16⽇）

●講習会
岐⾩県トラック協会（14⽇）

●研修会
⽇本橋梁建設協会中部
事務所（6⽇）

●研修会
愛知県警察学校（24⽇）

●研修会
⽇本建設業連合会
中部⽀部（23⽇）

●講習会
三重県トラック協会（1⽇）

●研修会
・鉄鋼メーカー (20⽇)
・建設機械メーカー(21⽇)

●チラシ Ａ４版
発注者向け

●広告掲載
・中部経済新聞（24⽇）
・物流ニッポン（27⽇）
・輸送経済新聞（28⽇）

●合同広報・合同取締り
道の駅「宇津ノ⾕峠」
国道１号

（３⽇）

●直轄⼯事１３現場の点検
（第１回）

●直轄⼯事１１現場の点検
（第２回）

●第8回 連絡協議会(17⽇)

全国の国道事務所で特車ゴールド制度の受け付け

●講習会
岐⾩県トラック協会（２⽇）

●合同広報（案）
浜松トラックステーション
(24⽇)

●チラシ Ａ４版
重量啓発

「不正改造車を排除する運動」

強化月間

（１日～３０日）



　Ｈ２９年度　中部地域連絡協議会の連携広報

愛
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県
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県
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県
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針
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Ｒ

講
習
会
等

３月
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グ

大型車適正化施策

全国的な行動
（交通安全運動、道

路月間など）

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月時期 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月
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報
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
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ー
ン
（
特
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取
締
と
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同
）
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習
会
・
研
修
会
等
の
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議
会
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Ｐ
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等

春の全国交通安全運動

６日(木）～１５日（土）

夏の交通安全運動

（中旬～下旬）

道路ふれあい月間

（１日～３１日）

道の日（１０日）

秋の全国交通安全運動

２１日（木）～３０日（土）
年末の交通安全運動

（上旬〜下旬）

特車ゴールド制度開始

４５フィートコンテナ等の輸送基準の見直し

‐７‐

悪質な重量制限違反者の告発（レッドカード）の運用

バン型等セミトレーラ連結車の駆動軸重の許可基準の統一

トラックの日（９日）

審査事務所の完全集約化 ・ 大型誘導区間のラストワンマイル追加

三重県内のオンライン窓口を三重河川国道事務所に集約

●第９回 連絡協議会
(９⽉下旬予定)

●第１０回連絡協議会
(３⽉中旬予定)

全国の国道事務所で特車ゴールド制度の受け付け

交通事故死ゼロを目指す日（１０日） 自転車の日（５日）

自転車月間

（１日～３１日）
「不正改造車を排除する運動」

強化月間

（１日～３０日） 交通事故死ゼロを目指す日（30日）
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両が、道路を劣化させる主要因となっている事に関する意見 
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１．目的 

道路施設としての橋梁などの高齢化対策は喫緊の課題であり、道路の維持・修繕をより適切に実施していく必要がある

一方で、橋梁の高齢化に与える影響が大きい『重量』を違法に超過した大型車両の通行対策が必要である。 

平成２７年１月には、大型車通行適正化に向けた中部地域連絡協議会（事務局：国土交通省中部地方整備局道路部交通

対策課）を設立し、大型車両の運転者及び関係する事業者の適正かつ安全な走行に向け、道路管理者、公安委員会、関係

行政機関、関係企業団体等が連携し、現在、広報を中心とした啓発活動などの取り組みを展開しており、また、大型車両

の走行に関する知見や情報の共有や意見交換、その取組内容や連携活動の検討等も行っている。 

本調査では、連絡協議会活動の効果を定量的に表す指標として、大型車通行適正化に関する浸透率を把握するこ

とを目的とする。 

 

２．調査概要 

調査方法：インターネット調査 

対象地域：愛知県、岐阜県、三重県、静岡県 

アンケート回収数：２，０００件 

実施時期：平成２９年２月 

 

  



4 
 

３．調査内容 
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４．項目別調査結果 

（１）基本属性 

 １）年代・性別 

 

 

注）全体の割合（％）に対して■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、 

■は－5ポイント以下を意味する。 

 

 

70代では男性の割合が89.4%と高く、次に60代、50代、40代の順に男性の割合が高くなっている。 

20代、30代では、女性の占める割合が5割以上となっている。 

  

男
性

女
性

件数 2,000 1281 719
構成比 100 64.1 36.0

10代 件数 7 4 3
構成比 100 57.1 42.9

20代 件数 116 37 79
構成比 100 31.9 68.1

30代 件数 397 187 210
構成比 100 47.1 52.9

40代 件数 593 369 224
構成比 100 62.2 37.8

50代 件数 538 399 139
構成比 100 74.2 25.8

60代 件数 302 243 59
構成比 100 80.5 19.5

70代 件数 47 42 5
構成比 100 89.4 10.6

全体

年代
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２）職業 
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注）全体の割合（％）に対して■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、 

■は－5ポイント以下を意味する。 

 

 

 男性では、「会社員」の割合が50.0%と高く、女性では、「契約社員・派遣社員、パート、アルバイト（29.8%）」、「専業

主婦（主夫）（29.3%）」、「会社員（22.5%）」の順に割合が高い。 

 年代別では、10代では「学生」の割合が最も高く、20代から50代では「会社員」の割合が最も高く、60代、70代で

は「無職」の割合が最も高くなっている。 

  

全
体

会
社
員

会
社
経
営
・
役
員

公
務
員
・
団
体
職
員

専
門
職

（
医
師
・
看
護

士
・
弁
護
士
な
ど

）

自
営
業

契
約
社
員
・
派
遣
社
員

、

パ
ー

ト

、
ア
ル
バ
イ
ト

専
業
主
婦

（
主
夫

）

無
職

学
生

そ
の
他

件数 2,000 802 65 146 68 157 310 219 197 26 10
構成比 100 40.1 3.3 7.3 3.4 7.9 15.5 11.0 9.9 1.3 0.5

男性 件数 1,281 640 62 117 40 127 96 8 169 14 8
構成比 100 50.0 4.8 9.1 3.1 9.9 7.5 0.6 13.2 1.1 0.6

女性 件数 719 162 3 29 28 30 214 211 28 12 2
構成比 100 22.5 0.4 4.0 3.9 4.2 29.8 29.3 3.9 1.7 0.3

10代 件数 7 0 0 0 0 0 0 0 1 6 0
構成比 100 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 85.7 0.0

20代 件数 116 41 1 12 7 1 15 13 6 20 0
構成比 100 35.3 0.9 10.3 6.0 0.9 12.9 11.2 5.2 17.2 0.0

30代 件数 397 175 7 37 13 14 70 70 10 0 1
構成比 100 44.1 1.8 9.3 3.3 3.5 17.6 17.6 2.5 0.0 0.3

40代 件数 593 297 21 31 20 52 99 51 20 0 2
構成比 100 50.1 3.5 5.2 3.4 8.8 16.7 8.6 3.4 0.0 0.3

50代 件数 538 236 24 58 19 61 70 43 25 0 2
構成比 100 43.9 4.5 10.8 3.5 11.3 13.0 8.0 4.6 0.0 0.4

60代 件数 302 50 12 8 9 24 52 40 103 0 4
構成比 100 16.6 4.0 2.6 3.0 7.9 17.2 13.2 34.1 0.0 1.3

70代 件数 47 3 0 0 0 5 4 2 32 0 1
構成比 100 6.4 0.0 0.0 0.0 10.6 8.5 4.3 68.1 0.0 2.1

年代

全体

性別
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３）居住地 
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注）全体の割合（％）に対して■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、 

■は－5ポイント以下を意味する。 

 

 

男性、女性共に「愛知県」の割合が高く、次に「静岡県」の割合が高い。 

年代別でも、どの年代でも「愛知県」の割合が高く、次に「静岡県」の割合が高くなっている。 

  

全
体

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

件数 2,000 235 412 1133 220
構成比 100 11.8 20.6 56.7 11.0

男性 件数 1,281 157 269 724 131
構成比 100 12.3 21.0 56.5 10.2

女性 件数 719 78 143 409 89
構成比 100 10.8 19.9 56.9 12.4

10代 件数 7 1 0 5 1
構成比 100 14.3 0.0 71.4 14.3

20代 件数 116 9 18 74 15
構成比 100 7.8 15.5 63.8 12.9

30代 件数 397 51 72 240 34
構成比 100 12.8 18.1 60.5 8.6

40代 件数 593 65 123 340 65
構成比 100 11.0 20.7 57.3 11.0

50代 件数 538 64 117 291 66
構成比 100 11.9 21.7 54.1 12.3

60代 件数 302 41 70 154 37
構成比 100 13.6 23.2 51.0 12.3

70代 件数 47 4 12 29 2
構成比 100 8.5 25.5 61.7 4.3

全体

性別

年代
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（２）大型車の通行にかかわる法令に関する認知度 

１）車両に積める荷物の長さ・重さは法令で決められていることへの認知度  
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注）全体の割合（％）に対して■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、 

■は－5ポイント以下を意味する。 

 

 

「車両に積める荷物の長さ・重さは法令で決められていること」への認知度では、男性・女性共に、「聞いたことがある

が内容は知らない」の割合が最も高く、次に「聞いたこともあり内容も知っている」の順となり、これらで８割以上を占

めている。また、年代別でも同様の傾向となっており、性別、年代にかかわらず認知度は高い。 

 

  

全
体

聞
い
た
こ
と
が
あ
り

内
容
も
知

っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
は
あ
る

が
内
容
は
知
ら
な
い

聞
い
た
こ
と
は
な
い

件数 2,000 530 1242 228
構成比 100 26.5 62.1 11.4

男性 件数 1,281 421 750 110
構成比 100 32.9 58.5 8.6

女性 件数 719 109 492 118
構成比 100 15.2 68.4 16.4

10代 件数 7 3 2 2
構成比 100 42.9 28.6 28.6

20代 件数 116 33 66 17
構成比 100 28.4 56.9 14.7

30代 件数 397 103 230 64
構成比 100 25.9 57.9 16.1

40代 件数 593 143 376 74
構成比 100 24.1 63.4 12.5

50代 件数 538 156 341 41
構成比 100 29.0 63.4 7.6

60代 件数 302 76 199 27
構成比 100 25.2 65.9 8.9

70代 件数 47 16 28 3
構成比 100 34.0 59.6 6.4

全体

性別

年代



17 
 

２）道路を通行できる車両の長さ・重さは法令で決まっていることへの認知度 
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注）全体の割合（％）に対して■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、 

■は－5ポイント以下を意味する。 

 

 

 「道路を通行できる車両の長さ・重さは法令で決まっていること」への認知度では、男性・女性共に、「聞いたことが

あるが内容は知らない」の割合が最も高く、次に「聞いたこともあり内容も知っている」の順となり、これらで８割以

上を占めている。また、年代別でも同様の傾向となっており、性別、年代にかかわらず認知度は高い。 

  

全
体

聞
い
た
こ
と
が
あ

り
内
容
も
知

っ
て

い
る

聞
い
た
こ
と
は
あ

る
が
内
容
は
知
ら

な
い

聞
い
た
こ
と
は
な

い

件数 2,000 384 1356 260
構成比 100 19.2 67.8 13.0

男性 件数 1,281 313 837 131
構成比 100 24.4 65.3 10.2

女性 件数 719 71 519 129
構成比 100 9.9 72.2 17.9

10代 件数 7 1 4 2
構成比 100 14.3 57.1 28.6

20代 件数 116 26 68 22
構成比 100 22.4 58.6 19.0

30代 件数 397 78 243 76
構成比 100 19.6 61.2 19.1

40代 件数 593 105 410 78
構成比 100 17.7 69.1 13.2

50代 件数 538 110 382 46
構成比 100 20.4 71.0 8.6

60代 件数 302 54 214 34
構成比 100 17.9 70.9 11.3

70代 件数 47 10 35 2
構成比 100 21.3 74.5 4.3

全体

性別

年代
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３）車に積める荷物の長さ・重さ、道路を走れる車の長さ・重さなどは、それぞれの法律   

で規定されており、その数値が異なることへの認知度 
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 注）全体の割合（％）に対して■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、 

■は－5ポイント以下を意味する。 

 

 

    「車に積める荷物の長さ・重さ、道路を走れる車の長さ・重さなどは、それぞれの法律で規定されており、その

数値が異なること」への認知度では、男性は「聞いたことがあるが内容は知らない」の割合が62.5%と最も高く、

次に「聞いたこともあり内容も知っている」の順となり、これらで82.4%を占めている。女性でも「聞いたこと

があるが内容は知らない」の割合が59.4%と最も高いが、次に「聞いたことがなかった」が31.0%の順となって

おり、男性と比較して、女性からの認知度が低い傾向にある。 

年代別では、50代では、「聞いたことがあるが内容は知らない」の割合が最も高く、次に「聞いたこと          

もあり内容も知っている」の順となっているが、その他の年代では、「聞いたことがあるが内容は知らない」、

「聞いたことがなかった」の順となっている。 

 

 

  

全
体

聞
い
た
こ
と
が
あ

り
内
容
も
知

っ
て

い
た

聞
い
た
こ
と
は
あ

る
が
内
容
は
知
ら

な
か

っ
た

聞
い
た
こ
と
は
な

か

っ
た

件数 2,000 324 1228 448
構成比 100 16.2 61.4 22.4

男性 件数 1,281 255 801 225
構成比 100 19.9 62.5 17.6

女性 件数 719 69 427 223
構成比 100 9.6 59.4 31.0

10代 件数 7 1 3 3
構成比 100 14.3 42.9 42.9

20代 件数 116 28 58 30
構成比 100 24.1 50.0 25.9

30代 件数 397 62 222 113
構成比 100 15.6 55.9 28.5

40代 件数 593 83 364 146
構成比 100 14.0 61.4 24.6

50代 件数 538 96 357 85
構成比 100 17.8 66.4 15.8

60代 件数 302 44 198 60
構成比 100 14.6 65.6 19.9

70代 件数 47 10 26 11
構成比 100 21.3 55.3 23.4

全体

性別

年代
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（３）道路施設の高齢化に関する意見 

１）全国の橋梁のうち、高度経済成長期に整備されたものが全体の約３割を占めるなど、道路構造物の高齢化が進行

していることへの意見 
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注）全体の割合（％）に対して■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、 

■は－5ポイント以下を意味する。 

 

  

  「全国の橋梁のうち、高度経済成長期に整備されたものが全体の約３割を占めるなど、道路構造物の高齢化が進行

していることへの意見」では、男性・女性共に「不安を感じる」との意見が85%以上を占めている。 

   年代別でも「不安を感じる」との意見が 85%以上を占めており、性別、年代にかかわりなく道路構造物の高齢化の

進行には不安を感じている。 

 

    

  

全
体

不
安
を
感
じ
る

不
安
に
は
思
わ
な
い

そ
の
他

件数 2,000 1755 236 9
構成比 100 87.8 11.8 0.5

男性 件数 1,281 1114 159 8
構成比 100 87.0 12.4 0.6

女性 件数 719 641 77 1
構成比 100 89.2 10.7 0.1

10代 件数 7 6 1 0
構成比 100 85.7 14.3 0.0

20代 件数 116 98 17 1
構成比 100 84.5 14.7 0.9

30代 件数 397 344 53 0
構成比 100 86.6 13.4 0.0

40代 件数 593 520 72 1
構成比 100 87.7 12.1 0.2

50代 件数 538 463 71 4
構成比 100 86.1 13.2 0.7

60代 件数 302 283 18 1
構成比 100 93.7 6.0 0.3

70代 件数 47 41 4 2
構成比 100 87.2 8.5 4.3

性別

年代

全体
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（４）違法重量超過車両に関する意見 

１）違法な重量超過車の通行は、わずかな重量超過であっても、道路や橋の寿命を大きく縮める。ごく一部の違反車

両が、道路を劣化させる主要因となっている事に関する意見 

 

 

 

 

 

 



24 
 

 

注）全体の割合（％）に対して■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5  

ポイント以下を意味する。 

 

 「違法な重量超過車の通行は、わずかな重量超過であっても、道路や橋の寿命を大きく縮める。ごく一部の違反車両

が、ｄ道路を劣化させる主要因となっている事」に関する意見では、男性・女性共に「重要な問題だと思う」との意

見が86%以上を占めている。 

  年代別でも「重要な問題だと思う」との意見が 85%以上を占めており、性別、年代にかかわりなく、ごく一部の違反

車 

両が、道路を劣化させる主要因となっている事は、重要な問題であると認識されている。 

 

 

  

全
体

重
要
な
問
題
だ

と
思
う

重
要
な
問
題
と

は
思
わ
な
い

よ
く
分
か
ら
な

い そ
の
他

件数 2,000 1743 40 214 3
構成比 100 87.2 2.0 10.7 0.2

男性 件数 1,281 1121 29 128 3
構成比 100 87.5 2.3 10.0 0.2

女性 件数 719 622 11 86 0
構成比 100 86.5 1.5 12.0 0.0

10代 件数 7 6 1 0 0
構成比 100 85.7 14.3 0.0 0.0

20代 件数 116 101 3 11 1
構成比 100 87.1 2.6 9.5 0.9

30代 件数 397 339 11 47 0
構成比 100 85.4 2.8 11.8 0.0

40代 件数 593 507 16 69 1
構成比 100 85.5 2.7 11.6 0.2

50代 件数 538 470 7 61 0
構成比 100 87.4 1.3 11.3 0.0

60代 件数 302 276 2 23 1
構成比 100 91.4 0.7 7.6 0.3

70代 件数 47 44 0 3 0
構成比 100 93.6 0.0 6.4 0.0

全体

性別

年代
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２）（４）．１）の違法重量超過車両への対応に関する意見 
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注）全体の割合（％）に対して■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、 

■は－5ポイント以下を意味する。 

 

 

 「違法重量超過車両への対応に関する意見」では、男性・女性共に「厳しく取り締まるべき」との意見が、92%以上 

を占めている。年代別でも「厳しく取り締まるべき」との意見が、85%以上を占めており、性別、年代にかかわりな 

く、違法重量超過車両に対しては厳しき取締りを行うべきであるとの意見が多い。 

 

  

全
体

厳
し
く
取
り
締
ま
る
べ
き

と
思
う

厳
し
く
取
り
締
ま
る
べ
き

と
は
思
わ
な
い

そ
の
他

件数 2,000 1851 132 17
構成比 100 92.6 6.6 0.9

男性 件数 1,281 1180 91 10
構成比 100 92.1 7.1 0.8

女性 件数 719 671 41 7
構成比 100 93.3 5.7 1.0

10代 件数 7 6 1 0
構成比 100 85.7 14.3 0.0

20代 件数 116 105 10 1
構成比 100 90.5 8.6 0.9

30代 件数 397 360 35 2
構成比 100 90.7 8.8 0.5

40代 件数 593 548 39 6
構成比 100 92.4 6.6 1.0

50代 件数 538 498 33 7
構成比 100 92.6 6.1 1.3

60代 件数 302 290 11 1
構成比 100 96.0 3.6 0.3

70代 件数 47 44 3 0
構成比 100 93.6 6.4 0.0

全体

性別

年代
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３）違法重量超過車が違反をする理由に関する意見 
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注）全体の割合（％）に対して■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、 

■は－5ポイント以下を意味する。 

 

「違法重量超過車が違反をする理由」に関する意見では、男性・女性共に「運送業者が指示していると思う」との 

意見が65%以上を占めている。年代別でも、「運送業者が指示していると思う」との意見が、65％以上を占めており、 

性別、年代にかかわりなく、違法重量超過車両違反をする理由は、運送業者が運転手に指示を出していると 

思われている。 

 

５．今後の広報の方向性について 

（１）調査結果を踏まえ、以下の点について広報を行うことが必要と考えられる。 

 ① 道路は社会・経済活動を支える最も重要な社会基盤施設であるが、その高齢化が進行しており、道路の適正

利用が重要な課題となっていること 

 ② 大多数の運送事業者は適正かつ安全な通行を行っていること。 

 ③ ごく一部の違法重量超過車両が道路構造物の劣化させる主要因となっていること 

 ④ 物流は、荷主、運送事業者および運転者により成立していること 

全
体

運
転
手
が
自
ら
や

っ
て
い

る
と
思
う

運
送
事
業
者
が
指
示
し
て

い
る
と
思
う

荷
主
が
指
示
し
て
い
る
と

思
う

そ
の
他
：

件数 2,000 279 1328 315 78
構成比 100 14.0 66.4 15.8 3.9

男性 件数 1,281 165 843 224 49
構成比 100 12.9 65.8 17.5 3.8

女性 件数 719 114 485 91 29
構成比 100 15.9 67.5 12.7 4.0

10代 件数 7 0 6 1 0
構成比 100 0.0 85.7 14.3 0.0

20代 件数 116 21 78 13 4
構成比 100 18.1 67.2 11.2 3.4

30代 件数 397 57 271 51 18
構成比 100 14.4 68.3 12.8 4.5

40代 件数 593 102 371 98 22
構成比 100 17.2 62.6 16.5 3.7

50代 件数 538 66 361 86 25
構成比 100 12.3 67.1 16.0 4.6

60代 件数 302 29 206 60 7
構成比 100 9.6 68.2 19.9 2.3

70代 件数 47 4 35 6 2
構成比 100 8.5 74.5 12.8 4.3

年代

全体

性別



29 
 

 ⑤ 適正な物流は、関係者全ての認知、理解が不可欠であること 

（２）広報ツールは協議会名で作成したチラシのほか、協議会各関係者において必要に応じて作成する 

（３）実施にあたっては、各関係機関によるイベント開催時や、道路や交通安全に関心が高まる期間（例：交通安

全運動期間、道路ふれあい月間、トラックの日など）に、道の駅、ＳＡ・ＰＡなどで連絡協議会メンバーによ

る活動趣旨の説明を行うとともに直接手渡しする。 

以上 

 


	資料１－１ダブル連結トラックによる省人化
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	資料１-②新聞記事
	資料２-１-１【報告】街頭ＰＲ実施状況
	スライド番号 1

	資料２-１-２【報告】直轄工事現場確認結果
	スライド番号 1

	資料２-２-１【報告】講習会等の実施状況
	スライド番号 1

	資料２-2-2【報告】荷主への講習会実施結果
	スライド番号 1

	資料2-3-1_チラシやさしめ
	資料2-3-2_重量啓発チラシ
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	資料２-3-3啓発広告
	スライド番号 1




